
①

登録と狂犬病予防注射

②

放し飼いの禁止

③

愛護と管理

　犬には狂犬病予防法に基づいた登録（生涯一
回）と狂犬病予防注射（毎年）が義務付けられて
います。登録は市町村の窓口で行なってください。
（手数料が必要です。）狂犬病予防注射は市町村
が行なう集合注射を利用するか、かかりつけの動
物病院に相談しましょう。

　犬の放し飼いは県の条例で禁止されています。
必ず繋ぐか、しっかりした囲いの中で飼うように
してください。また、道路に面した場所に繋いで
いると、前を通った人が驚いてけがをしたり、犬
に危害が及んだりする場合がありますので、繋ぐ
場所は道路に接しないように注意しましょう。

　その他に飼い主の責務として動物の愛護及び管
理に関する法律で下記のことが定められています。

・犬の健康と安全の保持
・人に迷惑をかけない
・所有者の明示（名札などをつける）
・繁殖制限

　登録の鑑札には登録した自
治体と番号が書かれていて、
犬が全国のどこで保護されて
も飼い主が分かるようになっ
ています。犬には必ず鑑札を
つけると共に、引越しなどの
時には、犬の登録変更届も忘
れずに出しておきましょう。

犬鑑札

自治体名
第 号□□□□□

□□□

市町村番号など

その犬の固有番号

鑑札は全国共通の迷子札

いつもとちょっと

でも様子が違ったら、

ホームドクター（かか

りつけの動物病院）に

相談してね。

言葉で伝えられ

ないから、飼い

主が頼りなんだ。

狂犬病の正しい知識
　狂犬病とは主に犬のかみ傷によって人や他の動物に感染して脳神
経系が侵されるウイルス性の感染症で、発病するとほぼ100％死亡し
ます。日本では昭和20年代まで繰り返し流行がありましたが、昭和
25年に狂犬病予防法が施行されたことにより昭和32年以降、狂犬病
の発生がみられない世界でも数少ない国の一つとなっています。海
外ではアジアを中心に毎年4～5万人の人が狂犬病によって命を落と
しており、近年の人や動物の国際的な移動の増加に伴って、狂犬病
が日本に入ってくる危険性も高くなっています。犬には毎年一回の
予防注射を受けさせて確実に予防することが大切です。

ブラッシングは毛を清
潔に美しく保つだけでなく、
スキンシップをはかったり、
全身の健康状態をチェック
することができます。犬の
皮膚の状態に注意しなが
ら、こまめに手入れ

をしましょう。

ブラッシングブラッシングブラッシング

フィラリアとは蚊の
吸血によって感染し、
犬の心臓内に住みつく寄
生虫です。予防をしない
とほとんどの犬が感染し
て、最悪の場合、死
んでしまいます。

フィラリア症の予防フィラリア症の予防フィラリア症の予防

感染の危険と、致死率
の高い代表的な病気★を予
防します。
★犬ジステンパー、犬パルボウイルス感
染症、犬伝染性肝炎、犬パラインフル
エンザウイルス感染症、犬アデノウ
イルス2型感染症、コロナウイル

ス感染症、犬レプトスピラ
感染症など

混合ワクチンの接種混合ワクチンの接種混合ワクチンの接種

正しい食事正しい食事正しい食事
人と犬では必要とする栄養

素が違うので、人の食事は犬
の健康を損なうことがあります。
喜んで食べるからといって人の
食べ物を与えてはいけません。
★与えてはいけないもの：タマネギ（貧血や
血尿をおこす）、牛乳（下痢をすることが
ある）、鶏の骨（通過障害を起こすこ
とがある）、甘いもの（肥満のも

と）、塩辛いもの（内臓に負
担をかける）

犬と長く幸せに暮らす為には、日頃
からの健康管理が重要です。
毎日のスキンシップの中で犬
の健康状態を確認する習慣を
つけましょう。

口をあけさせて見たり、足先、耳、
尾などもさりげなく触って健康状態
を確認します。触られることに慣
れさせておくと治療を受ける時

などにもスムーズです。

全身をくまなく触ろう全身をくまなく触ろう全身をくまなく触ろう

犬の健康のために
気をつけたいこと



　望まれない命を生み出
さないために、また繁殖の
ストレスから開放するため
に、繁殖制限（去勢･不妊
手術など）をしましょう。

　楽しい散歩も、マナーを守らな
いと周りの人に迷惑をかけてしま
います。「楽しいのは自分だけ」
ということにならないように！

●糞は必ず持ちかえってく
ださい。おしっこも、玄関
先や自動車など、他人の
迷惑になるところでは
させないようにしま
しょう。

●必ずリード
（引き綱）をつけて
歩きましょう。

●どんなときでもしっかり犬を
制御できる人が散歩をさせてくだ

さい。犬の大きさや飼い
主の体力を考えて、
余裕のある散歩
を楽しみま
しょう。

●散歩させる
場所や時間に
も配慮が必要で
す。仲の悪い犬
のいる家の前や、
登下校の時間帯
に通学路を通る場
合などには充分気
をつけましょう。

ぼくたちは耳が敏

感だから、突然の

物音に驚いて急に

走り出すことがあ

るよ。

しつけをしようしつけをしようしつけをしよう
　犬には飼い主の指示に従うように
しつけをしましょう。言葉で指示し
たことを守れる犬になれば、どこへ
連れていっても安心です。

しつけの訓練中もリードはつけておいてね。

しつけは「体罰よりごほうび」。エサやおも
ちゃなどのごほうびを上手に使って「言うこと
をきくといい事があるなぁ」と、犬が喜びなが

らすすんで覚えるようにしむけましょう。

去勢･不妊手術をしよう去勢･不妊手術をしよう去勢･不妊手術をしよう

ジャーキーなどの
ごほうびは小さい
かけらで十分。

量は少なくても
何回ももらえるほうが
嬉しいよ。

ポイント!!

散歩のマナー散歩のマナー散歩のマナー

袋の下から
手を入れて
ひっくり返す

糞をしっかり
つかむ

袋を元通り
ひっくり返す

糞の上手な取り方

手術をしないと…ぼくたち

どうなるの？

望まれない
子犬の誕生

無駄吠えや逃走

飼育状況のチェックをしよう!飼育状況のチェックをしよう!飼育状況のチェックをしよう!飼育状況のチェックをしよう!
犬を飼うときは飼育環境に対する心配りが大切です。
適正に飼育できているか、下記のチェ
ック項目を確認してみましょう。

鑑札

狂犬病
予防注射済票

糞尿はすぐに
片付けよう

周りに迷惑を
かけてない？

■　犬が鳴いていないか？
犬は必要がなければむやみと
鳴く動物ではありません。犬が
習慣的に鳴く場合は、原因を

探して取り除いてください。

■　飼育場所は清潔か？
ハエなどの害虫が発生していませんか。
水溜りができないように管理しましょう。

■　糞を放置していないか？
犬が糞をしたら、後回しにせずに速やかに片付けましょう。

■　抜け毛が落ちていないか？
抜け毛は飛散して、悪臭や害虫の発生、排水講の目詰ま
りなどによる迷惑のもとになります。確実に始末しましょう。

■　悪臭がしないか？
飼育場所の地面が土だと尿がし
みこんで匂いがたまっていきます。

■　首輪はゆるんでいないか？
首輪のサイズが適正か定期的にチェックしま

しょう。指が２本入るくらいが最適です。

■　鎖と首輪の留め金はいたんでいないか？
　　散歩用リードの留め金も確認しましょう。
■　柵や塀にすきまができていないか？
犬の顔が出ないように注意しましょう。

■　登録の鑑札はついているか？
　　紛失した場合は、再交付を受けてください。
■　狂犬病予防注射済票がついているか？
毎年、新しいものに付け替えましょう。
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叱
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？
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「
こ
ら
っ
、
シ
ロ
！
」
と
い
う
よ
う
に
、
つ

い
名
前
で
叱
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
名
前
で
叱

る
習
慣
を
つ
け
る
と
、
犬
は
名
前
を
呼
ば
れ

る
と
叱
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
し
て
し
ま
い
ま

す
。
呼
び
寄
せ
た
い
と
き
に
名
前
を
呼
ぶ
と

「
叱
ら
れ
る
」
と
感
じ
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寄
っ
て
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な
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で
す
よ
ね
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叱
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。

　
「
ワ
ン
ワ
ン
」
「
は
い
は
い
、
ご
飯
ね
」

と
、
犬
が
鳴
く
た
び
に
言
い
な
り
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
犬
は
鳴
く
と
欲
求
が
満
た
さ

れ
る
と
覚
え
て
し
ま
い
、
欲
求
が
あ
る
た
び

に
鳴
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
犬
の
ペ
ー
ス
に

あ
わ
せ
な
い
で
飼
い
主
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
犬
は
も
と
も
と
群
れ
の
中
で
社
会
性
を
身

に
つ
け
る
動
物
で
す
が
、
家
庭
内
だ
け
で
社

会
化
期
（
生
後
四
～
十
二
週
）
を
過
ご
す
ペ

ッ
ト
の
犬
に
は
、
社
会
性
が
育
ち
に
く
い
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
社
会
性
の
低
い
犬
は
極
端

な
怖
が
り
か
ら
攻
撃
行
動
を
と
っ
た
り
、
必

要
以
上
に
吠
え
た
り
し
て
飼
い
主
の
悩
み
の

タ
ネ
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
社
会
化
期

に
は
病
気
の
感
染
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
環
境
で
い
ろ
い
ろ
な
人
や
動
物
と

会
わ
せ
て
、
犬
の
社
会
性
を
育
て
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

 

　
自
宅
の
犬
用
ト
イ
レ
で
排
泄
す
る
習
慣
を

つ
け
て
お
く
と
、
公
共
の
場
所
や
他
人
の
土

地
を
汚
さ
な
い
だ
け
で
な
く
「
散
歩
に
行
か

な
い
と
糞
が
で
き
な
い
か
ら
散
歩
を
要
求
し

て
鳴
く
」
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
も
避
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
犬
は
運
動
す
る

と
腸
の
運
動
が
刺
激
さ
れ
て
糞
を
し
た
く
な

る
と
い
う
習
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
散
歩
の

と
き
は
念
の
た
め
に
糞
を
持
ち
か
え
る
用
意

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

　
ロ
ン
グ
リ
ー
ド
は
本
来
「
マ
テ
」
「
コ

イ
」
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す
る
た
め
の

道
具
で
す
。
周
り
に
人
が
い
な
い
広
い
場
所

で
使
う
べ
き
も
の
で
す
か
ら
、
散
歩
に
は
向

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
長
い
リ
ー
ド
で
は
急
な

動
き
を
制
御
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
の
で

散
歩
に
は
短
い
リ
ー
ド
を
使
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
「
ツ
ケ
（
脚
側
歩
行
）
」
を 

覚
え

さ
せ
る
と
短
い
リ
ー
ド
で
も
楽
し
く
散
歩
が

で
き
ま
す
。


